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はじめに

新製品の開発において、消費者に好まれる

デザインを探り当て、市場に即座に提供する

ことが重要です。しかし、デザインに対する

消費者の好みを知ることは容易ではなく、ア

ンケート調査を行う場合、多大な費用と手間

を要します。そこで、消費者の好みをもっと

手軽に知ることを目的としたデザイン分析シ

ステムを試作しました。本システムは、既存

のデザインの画像を処理して数値化しておく

ことで、新しいデザインがどのぐらいの人に

好まれるかをパソコン上で予測することがで

きます。デザインには通常色彩と形状、特に

形状については平面だけでなく立体的な要素

も含まれますが、全要素の分析に対応するこ

とは困難です。そこで、分析対象を平面的か

つ比較的単純な柄の織物デザインに限定しま

した。具体的な試料として自動車のシートを

利用したが、これに似た特徴を持つデザイン

に対しても適用可能です。

デザイン分析システムの概要

デザイン分析の代表的な手法として、単一

もしくは数個の色彩の組み合わせと印象語と

の関係をグラフ形式で整理したイメージスケ

ール 1)というものが存在します。これは、多

くの人が共通に感じる明るい、地味といった

印象を分析する際に利用することができます。

一方、今回提案するシステムは個人が別個に

持つ好き・嫌いの嗜好性を分析することを目

的としています。市場に新しいデザインを提

供する際、消費者に受け入れられるかどうか

をデザイナーが把握するために用います。イ

メージスケールとは異なり、個人の嗜好性に

ついて直接分析できる点に大きな特徴があり

ます。

開発したデザイン分析システムの概要 2,3)

を述べます。分析システムは、画像を取得す

るスキャナーとパソコン、そして今回開発を

行ったデザイン分析ソフトウェアで構成され

ます。Java 言語で作成したデザイン分析ソフ

トウェアは、各種のオペレーティング・シス

テムが稼動するコンピュータでの動作を前提

としています。

分析ソフトウェアを用いて実際のデザイン

を分析する際の処理フローを図１に示します。

最初に、デザインの画像をスキャナーでコン

ピュータに入力します。画像は、可逆圧縮カ

ラーの TIFF/RAW/BMP/JPEG2000、非可逆圧縮

カラーの JPEG/GIF の各フォーマットで表示、

保存できます。デザイン固有の特徴を数値化

するため、領域分割の画像処理を行います。

これについては Ma らが開発したエッジフロ

図１ デザイン分析処理フローチャート
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ーというアルゴリズム 4)を利用します。図２

に領域分割画像の一例を示します。エッジフ

ローは、一様な色で構成される領域だけでな

く、模様のある領域に対しても良好な分割結

果を出力します。この特徴は、糸の織りによ

る微妙な色変化を有する今回の画像に対して

有効と判断し利用しています。この処理を行

い、各領域の特徴量を算出した後、デザイン

の特徴量を求めます。

次に分析システムは、あらかじめ判明して

いる好みのデータを読み込んで、先述のデザ

インの特徴量と関連付けます。具体的には、

サポートベクターマシンという統計処理を行

って図１中の分析モデルを作成し、それを評

価試料に適用して好みの評価予測を行います。

図３は、上５つの学習試料によって作成した

分析モデルを最下段の評価試料に適用して好

みの評価予測を行った結果です。図中、横が

試料と評価結果、縦が各評価者を示します。

各試料に対するそれぞれの評価者の好みにつ

いて、好きを○、嫌いを×、どちらとも言え

ないを△で表示しています。その結果、評価

試料について、評価者３名のうち、２名が好

き（ＢさんとＣさんが○）、１名はどちらでも

ない（Ａさんが△）という評価を下すであろ

うことが予測されます。なお、11 名の評価者

と 21 種類の評価試料のデータを用いて評価

予測を行った実験では、正しい評価予測が得

られた割合（正判別率）は 86.1%でした。以

上の一連のデザイン分析を本システム上で行

うことできます。

まとめ

画像処理と統計処理の技術を適用し、デザ

インに対する人の好みを評価予測する分析シ

ステムについて述べました。嗜好性を分析す

るには今までアンケートによる方法以外有り

ませんでしたが、このような客観的な数値化

による分析ができることを紹介しました。
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図２ デザインの領域分割画像

図３ デザインの評価予測結果
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